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●●フェアテーマ一覧（案）●● 

	 
●春の教育書フェア	 

	 新年度になり、人事異動など新しい管理職や新しい担任の決定により、新たに教育書が必要になる時期でもあります。 
	 早い時期（３月後半春休み中）には学級経営やファックス資料、ワーク類などが多く動きます。４月の第２週頃には、

入学式も終わり、学校内各種の会議が行われ、その年の教科や研究の担当者、研究の重点教科やテーマが話し合われます。

その結果を受けてその頃から教科教育関係の書籍が動きます。 
	 ４月後半から連休明けには、教育委員会で学校の計画や予算が承認されますので、学校として取り組む教科や総合的な

学習など研究用としての書籍が動くようになります。 
 
●夏の教育書フェア	 

	 昨年度より、教員の自宅研修がなくなり、学校での研修が義務づけられました。今まで以上に教育書の需要が高くな

ることが予想されます。また、夏には学会や研究発表会が多く開かれますので、それらから影響を受けて勉強しようとす

る教師も増えるようです。そのため、教育雑誌のバックナンバーを揃えておくとよいでしょう。 
	 基本的には、春からの売れ筋商品を切らさないように充実することと自由研究や水泳指導などの季節商品を押さえるこ

とが必要になります。 
	 そのほかでは、２学期に研究発表する学校は夏期休業中に準備を進めるので、話題になっている教科教育や総合的な学

習関係もはずせないでしょう。 
	 また家庭教育の書籍も動く時期ですので、子育て・しつけなど、品揃えを充実させるとよいでしょう。 
	 
●教育雑誌フェア（バックナンバーフェア）	 

	 教師の力量を高めるためには、常に新しい情報が求められていますが、そのようなときには、教育雑誌が最適です。

１冊の単価は高くはありませんが、定期購読を獲得できれば、顧客の獲得にもつながります。開催してみてはいかがでし

ょうか。 
	 

●その他のミニフェア案	 
	 春や夏以外で教育書が落ち着いている時期でもミニフェアなどで対応してはいかがでしょうか。新刊が少ない時期で

も、棚に変化をつけるのに有効です。 
	 平台が確保できなくても、棚の一部で面陳をするなどでも十分です。 
	 

○テーマ別フェア	 

・環境教育	 ・国際理解教育	 ・情報教育	 ・心の教育	 ・体験活動	 ・生徒指導・教育相談（カウンセリ	 	 	 

	 ング）	 ・特別支援教育	 など……	 

	 	 	 地域の実態と合わせると効果的です。例えば、外国人子弟が多い地域や英語教育に力を入れている地域では「国際

理解教育フェア」を、また某知事のように「心の教育の充実」を公約にした地域では「心の教育フェア」を展開す

ることが考えられます。「学校の荒れ」が問題となっている地域では「生徒指導フェア」も有効です。 
	 	 	 そのためには、地元の教育委員会がどのようなテーマに重点を置いているかを調べるとよいでしょう。多くの教育

委員会はホームページなどで公表しています。 
	 

○タイムリーな話題や教育課題に対応したフェア	 
・学力向上	 ・教師の教養（資質向上）	 ・不登校いじめ問題対応	 ・学校の危機管理関係	 

	 	 	 新聞やテレビで取り上げられた話題や近隣の学校などで発生した事件などに対応したフェアです。大々的に展開す

るほどではありませんが、アイテムを棚一段程度にまとめて展示しておくとよいでしょう。 
	 

※その他、時期や話題に応じた様々なフェアが考えられます。お気軽にご相談下さい。	 
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●●教育書フェア成功のために●● 

１	 フェアの告知	 

	 	 せっかくフェアを展開しても、そのことがお客様に知っていただかなければ、売上にはつながりません。事前や期

間中にどのように告知するかが、大きなポイントになります。	 

	 

	 	 《これまで教育書フェアを成功してきた書店の例》	 

・新聞等の広告：地方紙などに、フェアの広告を出して集客。	 

	 ・外商部とのタイアップ：外商担当者が、学校訪問の際に、チラシ、パンフレットを配布してフェアの PR。	 

	 ・DM（ダイレクトメール）：学校や教師に DM をしてフェアの告知。	 

	 ・学校訪問：担当者が、商圏の小・中学校を訪問して、目録やチラシを配布して PR。	 

	 ・自社ホームページ（HP）での告知：自社ホームページまたは出版社のホームページを活用してフェアを告知。	 

	 

２	 品揃え	 

①お客様の多くが「目的買い」……お客様の目的に合った書籍を数種類比較できるように陳列してい

るか？	 

ジャンル別の売場展開（学習指導要領、学級経営、教科指導など）だけでなく「学習指導要領移行措置関連」や「読

解力・活用力」などテーマ（キーワード）別に売場を展開していると、なおお客様にとって自分の目的に合った書

籍を探しやすくなります。	 

	 

	 	 ②教育書は「不易と流行」……前年実績が今年も使えるというパターンは少ない！	 

最近の傾向として商品がロングセラー化することが少なく、いわゆる「賞味期限」が短くなってきている傾向にあ

ります。よくフェア商品を発注いただく際に、前年度の実績がそのまま流用する書店をみかけますが、前年実績が

そのまま通用することは、希なことになってきました。教育書は教師論や授業方法など「不易」な部分と学習指導

要領の改訂や移行措置など「流行」の部分の両面をあわせもつジャンルです。定番アイテムや最近の教育書の売れ

行き傾向などはデータの判断と同時に、各出版社の営業担当にお尋ねください。 
	 

③お客様の多くが新しい情報を求めている……新刊書籍に関する情報と新刊配本に要注意！	 

②の「流行」に関連し、教育書がよく売れる春（３～４月）に各社とも新刊を刊行する傾向にあります。しかしフ

ェア展開を気にするあまり、新刊配本に気付かず、売り損じを招くケースをよく耳にします。新刊の情報は「新刊

ニュース」や「新刊ニュース特急便」のほか、各出版社の案内にご注意下さい。 

	 

④フェア展開時期を細かく捉える……ある時を境に売れる傾向が変わる！	 

	 	 次のページに示した春の教育書フェアを分析すると、4 月第 1～2 週の土・日を過ぎるとそれまで売れ筋だった学級

経営関連書籍から教科指導関連書籍へ売れ筋が変わることが売上データから明らかになっています。こまめにフェア

会場や平台、常備棚での主力商品の陳列を変えて、お客様もニーズに合った展示をしましょう。	 

	 

⑤教育雑誌フェアの同時開催……定期購読者の獲得＝リピーターの獲得！	 

	 	 教育雑誌は、書籍に比べ、安価で情報を入手するアイテムです。しかし専門誌には掲載論文の参考文献や掲載広告

から書籍を探すことができる特長があります。また雑誌を定期購読すれば、雑誌が出来上がるたびに来店するリピ

ーターにもなります。そこでフェア台の近くに教育雑誌を置くのもよいかと思います。もしフェア台が既存の棚と

離れていたりする場合は、誘導路を分かりやすく表示する工夫も必要でしょう。 
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●●春の教育書フェア～初夏までの品揃え●●	 
※	 学校のスケジュールについては、各地域により異なります。事前に近隣の学校などへ確認をしていただくことをおす

すめします。 
月 旬 学校のスケジュール 教育書フェアの流れ フェア展開のポイント 

２	 中～下	  ・（フェア商品搬入） ・フェア商品の搬入は 2月中／下旬に随時実施	 

３	 

上	 
通知表・児童生徒指導要録の

作成 
予餞会（高等学校は卒業式） 

・フェア商品各店着荷 
・フェア展開準備 

・教育書フェアと合わせ、5 月以降に動くカウンセリ

ング、学校行事関連書籍を追加で発注しておくこと

が望ましい	 

→可能であれば、教育書フェア時に一緒に陳列する

と効果あり	 

中	 

通知表・児童生徒指導要録の

提出 
卒業式 
人事異動の内示 

・終業式は 3/20 以降	 

・異動対象でない先生は春休みに書籍を見に来る	 

・3 月下旬～4月初旬まではおもに“学級経営”関連

のアイテムの売れ行きが良好	 

→平積・面展を学級経営中心にし、教科指導は棚に

複数冊数差しでの展開がおすすめ	 下	 
終業式 
人事異動の発表（新聞掲載な

ど） 

 

４	 

上	 

人事異動発令（１日） 
学年・担任・校内分掌の決定 
始業式・入学式 
前年度・学校評価まとめ 

・最繁忙期後の欠品チェック 
 
・商品アイテムの展開の変更

（学級経営中心→教科指導中

心へ） 
 
 

・例年 4月第 1週もしくは第 2週の土曜・日曜が最

繁忙期	 

→週明け月曜には欠品チェックを行うことが望まし

い	 

中	 

新学期授業の開始・学校給食

開始 
学年・学級経営案の作成 
校内研修計画の作成 

・最繁忙期を過ぎると、学級経営関	 

連書籍よりも教科指導関連書籍の動きが良好となる	 

→目立つ商品を学級経営から教科指導関連書籍へシ

フト	 

・ゴールデンウィーク中は、出版社・取次の搬入・

送品シフトが、イレギュラー	 

→売れ筋動向や欠品状況を早めに確認し、連休前に

商品を揃える	 

下	 
職員会議（校内研修の検討） 
全国学力テスト 

・ゴールデンウィーク前の欠

品チェック 

５	 

上	 
（ゴールデンウィーク） 
校内研修の開始（公費）の使

用開始 

・連休後半に向けての欠品チ

ェック 
・例年連休後半は駆け込み需要が想定される	 

→売れ筋はストック分も含めて、在庫を多めにもつ

ことが望ましい	 

中	 

遠足・修学旅行・運動会（体

育祭）などの学校行事 
カウンセリング、個人面談（～

６月） 
家庭訪問（～６月） 

・教育書フェア終了 
→フェア商品の返品 
※外商部のある店舗は、児 
童書・教育書の巡回を開 
始 
※学校行事、カウンセリング

関連書籍を目立たせる 

・フェアで特に売れた商品については、フェア後に

も問い合わせが多い（外商部のある店舗は、外商担

当を通じての問い合わせなども含む）	 

→可能であれば、よく売れた商品については手元に

残すのが望ましい	 

下	 
市町村教育委員会指導主事に

よる学校訪問（～11月） 

・移行措置内容フェア	 

・夏の教育書フェア発注 
・春フェアで売れた商品をスリップ、POS データで確

認	 

→データを確認することで、夏休みにまた同じ傾向

の商品が売れる可能性があるため、事前の準備がで

きる	 

６	 

	 	 

	 

管理職選考（～8月まで 1次試

験、その後 2次試験）	 

教員免許更新講習受付（実施

は夏休みが中心）	 

・通知表フェアの展開（３学

期制の学校の場合）	 

	 

	 

・指導主事訪問の際に、各学校では新学習指導要領

の内容に関する趣旨徹底が図られることが想定され

る。そのため春フェアで展開していた新学習指導要

領関連書については、夏の教育書フェアが始まるま

で在庫し、ミニフェアとして展開することが望まし

い。また夏休みには市町村の教員による研究会が実

施、ここでも学習指導要領の研究が行われる可能性

あり	 

・３学期制の学校の場合、７月第２週を目途に通知

表所見を記入する必要あり。	 

７	 

	 教員採用試験（全国 8ブロッ

クに分かれて実施）	 

	 

・夏の教育書フェア搬入→展	 	 

	 開	 

・夏休み自由研究フェア（児

童書と同時開催）	 
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